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オゴノリ果胞子の愛芽能力

津田武男

嘗研究室の紅藻胞子放出の賓験に関連して，オゴノ 9果胞子の護芽能力

が意外に強いと云うととカサった。と云うのは，護呆内の一見未熟と恩われ

る果胞子でも細胞分裂を行い立祇に護育を始めるととカサったのである。と

れに闘しては既に一昨年秋「紅藻胞子の放出に闘する研究」の一部として於

函館，日本水産拳舎秋季大舎で報告Lたのであるが?嘗時は唯一回の賞験結

果の護表であったので或いはごく特別な caseかも知れぬと考えた。本年数

回の賓験を再び繰返したととろよくその様念事賓がたとるととを確めたので

ヨたに短報したいとJ思う。

材料は博多鵠多々良海岸のもの。時期は放出の最盛期と思われる 7月上

旬。蔭千時聞は数時問。順調に胞子放出を行った麗果に就いて更に顕微鏡下

で針を用いて果皮を盤縮し麓果内に残った果胞子を人魚的に墜し出し，ーたい

で果皮を取除き麓果の中接部を取出した.以上，蔭干に依って放出した果胞

子(A)，人矯的に墜し出した呆胞子(B)，及び麓果の中核部に附着している果

胞子(C)の3瀞を，一つのスライド上にリングを用いて夫々隔離して培養を

行ってみた。とれら 3詳の果胞子は大きさに於で異13:って.tr.t，A>B>Cの

よう主主闘係にある。特にCは譜胞糸柔組織的に接した細胞群で甚だ小さく，

亦色彩も淡くて一見未熟であると思われるものである。

蔭干刺戟に依って放出された呆胞子(A)が殆んE損失13:く既盛主主護宵を

示し，次々と細胞童生を士宮して行〈ととは従来の賓験結果と一致する。ととろ

勺 gonimobl国七.parenehyma(SJOSTEDT， 1926)の露。
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八木: 伊~~の海草草 5 種を報告す る

が墜し出した果胞子 (B)でも，更に (c)に

於ても大半は小さい君主がらもスライド上に

落ちて附着 し，一(A)よりも分裂細胞の数が

少友いとはいえ，外見上健全に護育を始め

るととは同で示す通りである。

藍果内の一見未熟かと，Eわれるような
果胞子でさえとのように護育能力を有する

と云う事寅は他の紅藻に於ても普遍的なも
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のか否かは現在研究中である。 しかし少なくともオゴノリに於て殻芽能力が

との様に旺盛で・あるととは紅藻の ，，!lネ付け"に閲して一つの基礎資料と友

ると思う。 (ブL大農製部水丘一準教室瀬川研究室〉

伊致 の 海藻 5種を報告する

八木 繁一

1. Caulerραscalρelliformis (R. BROWN) AG. var. 
denticulata (DECSN.) WEBER van Bos.クロキヅタ

昭和8年8月故岡村金太郎博士を松山市に沿迎えして藻類研究会を開催

したととがるる。此の時舎の終了後私は先生のゐ供を して宇和島港 ・土佐柏

島 ・沖ノ島 ・清水港と誌類、の採集を した。其の際宇和島港で棒崎に首時あっ

た愛媛際立宇和島水産試験場に立寄って標本類を観る機舎に恵まれた。共の

時，共の標本のヰiから先生が鷲見されたのがとのクロキヅタで，先生は日本

に於ての第二の産地がわかったと非常に喜ばれたものである。 此の標本の誌

は昭和~ 3 年 8 月愛媛鯨西宇和郡川ノ石の小島にて潜水作業に依って 8..5~13.5

零の海底から得たものである (之は昭和9年3月蛮行の日本製術協舎に先生

が詳しく書かれている)0B所バが此の僅か完友主市 も貴E亙JiiJ友主討占棋襟2禁禁乳zzι-寸品l
害の魚全く士友kく完なkつてしまつ7た亡。惜しいととをしたと私は度k前記川ノ石の

海を採集したが今日まで之を得ると とが出来危い。 然る所昭和26年1月私

- 15ー




